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については，1982 年～2011 年の流入量，放流量は金山ダ

ムの月表に記載されている時間データ，1967 年～1981 年

は金山ダム管理年報に記載されている日データを使用し

た．貯水位のデータは 1999 年以前のものは得られなかっ

たが，1982 年～1999 年については，金山ダムの管理年報

に記載されている洪水調節実績表の出水前水位を基に，流

入量と放流量の関係から推定した 

3.1 年間，時期別，年最大日流出高の年毎の比較 

流入量の変化を見るために年間の流出高を比較した．年

毎の変動を図-3 に示す．図を見ると，年間流出高は変動

はあるものの増加傾向は見られず，年間の流入量は増えて

いないと推測される．また洪水期と非洪水期に分けて流出

高の変動を検証した．その結果を図-4 に示す．図を見る

と年間流出高と同様に増加傾向はないことが推測される．

年最大日流出高についても検証を行った．その結果を図-5

に示す．図を見ると，流出高は近年大きな値を示すことが

多いように見えるが一概に言うことはできない． 

 以上より長期的な流出高の変化や，日単位の流出高の増

加によって洪水調節放流の回数が増えているわけではな

いと推測される． 

3.2 流況の検証 

 次に流量の様子の変化を見るために流況を年毎に比較

した．結果を図-6 に示す．図を見ると，豊水流量に関し

ては変動が大きいが，長い期間で見ると増加や減少してい

る傾向は見られないため流況の変化もないと考えられる． 

3.3 出水前の貯水位の検証 

洪水調節放流を行うに至った理由として，出水開始時の

貯水位が高くなっているということが考えられる．そこで

流入量が洪水量である 80m3/s を超えた時の貯水位を出水

前貯水位とし，運用開始から現在までの洪水事例に関して

その変化を検証した．その結果を図-7 に示す．図を見る

と，全体を通して上昇傾向にはなっていないことが分かる．

また洪水調節放流を実施する，しないに関わらず出水前貯

水位が高い事例はいくつも見られる．以上より，出水前貯

水位の大小だけでは洪水調節放流の直接的な要因とは言

えない． 

3.4 ハイドログラフによる比較 

洪水調節放流を行った事例と行っていない事例を比較

するために各年の流入量が最大であった洪水事例に関し

て流入量，放流量，貯水位を整理しハイドログラフの作成

を行った．洪水調節放流を行った事例と行わなかった事例

について，最大流入量が近い 1992 年と 2010 年の事例を比

較した．そのハイドログラフを図-8 に示す. この二つの

事例を比較するうえで，1 つの洪水事例中で流入量が洪水

量(80㎥/s)を超えた時間の長さ(以下「出水中の流入時間」

と言う)に着目した.なお一雨降水量 4)の考え方に基づき，

流入量が洪水量以上で，それが 6 時間途切れない状態を

「出水」と定義する．出水中の流入時間の算定においては，

出水の定義に従い流入量が洪水量を下回った時間が 6 時

間未満であれば同一の事例とした．図は流入量が洪水量に

至った 24 時間前から示している．図を見ると，1992 年の

事例では出水中の流入時間が約 20 時間続いたのに対し，図-3 金山ダムの年間流出高 

 

 

図-4 金山ダムの時期別流出高
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図-5 金山ダムの年最大日流出高 

図-6 流況の変化 

0
10
20
30
40
50
60
70

19
67

年
9月

16
日

19
68

年
9月

30
日

19
69

年
8月

31
日

19
70

年
10

月
25

日

19
71

年
9月

4日
19

72
年

11
月

21
日

19
73

年
8月

22
日

19
74

年
8月

6日
19

75
年

8月
23

日

19
76

年
10

月
20

日

19
77

年
9月

3日
19

78
年

5月
1日

19
79

年
10

月
19

日

19
80

年
5月

26
日

19
81

年
8月

5日
19

82
年

9月
12

日

19
83

年
9月

12
日

19
84

年
8月

22
日

19
85

年
9月

1日
19

86
年

9月
21

日

19
87

年
3月

24
日

19
88

年
8月

26
日

19
89

年
8月

31
日

19
90

年
9月

17
日

19
91

年
9月

27
日

19
92

年
8月

9日
19

93
年

12
月

5日
19

94
年

5月
27

日

19
95

年
9月

27
日

19
96

年
9月

5日
19

97
年

11
月

26
日

19
98

年
8月

28
日

19
99

年
8月

1日
20

00
年

8月
15

日

20
01

年
9月

10
日

20
02

年
7月

11
日

20
03

年
8月

9日
20

04
年

8月
20

日

20
05

年
9月

7日
20

06
年

8月
18

日

20
07

年
1月

7日
20

08
年

8月
3日

20
09

年
7月

19
日

20
10

年
7月

12
日

流
出

高
(m

m
)

年最大日流出高

0

10

20

30

19
67

年

19
69

年

19
71

年

19
73

年

19
75

年

19
77

年

19
79

年

19
81

年

19
83

年

19
85

年

19
87

年

19
89

年

19
91

年

19
93

年

19
95

年

19
97

年

19
99

年

20
01

年

20
03

年

20
05

年

20
07

年

20
09

年

流
量

(㎥
/s

)

豊水 平水 低水 渇水

 
図-7 出水前貯水位の変化(左：洪水期 右：非洪水期) 
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a) 洪水期(6/15～10/31) 出水前貯水位

洪水期制限水位

洪水調節放流実施事例
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b) 非洪水期(11/1～6/14) 出水前の貯水位

常時満水位

洪水調節放流実施事例
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2010 年の事例では約 40 時間続き約 2 倍と長い．このため

貯水位が洪水期制限水位を超えてしまい洪水調節放流を

行ったと考えられる．他の事例についても同様に検証した

ところ，洪水調節放流を行った事例は出水中の流入時間が

長い傾向にあることが分かった． 

以上より洪水調節放流の要因には出水中の流入時間が

関わっていることが推測される．そこで各年の流入量が最

大であった洪水事例に関して出水中の流入時間を整理し

た．その結果を図-9 に示す．図を見ると，洪水調節放流

を行った事例は出水中の流入時間が長い傾向にあること

が分かるが，洪水調節放流を行った事例以外にも出水中の

流入時間が長い事例もあり，洪水調節放流の要因として出

水中の流入時間以外の要因にも検討が必要である． 

3.5 洪水調節放流の要因の検証 

洪水調節放流の要因を調べるためには，出水前のダム環

境を考える必要がある．また出水中の流入時間が同じであ

っても総流入量は異なる．そこで出水前 30 日間の累積流

入量として出水開始 30 日前から出水開始までの流入量の

合計，出水前の残り容量として出水前貯水位から常時満水

位または洪水期制限水位までの空き容量，出水中の総流入

量として出水開始から終了までの流入量の合計を図-9 と

同様の事例で検証した．その結果を図-10，図-11，図-12

に示す．図-10，図-11を見ると，出水前 30 日間の累積流

入量が大きいと貯水位が高くなる傾向があり，出水前の残

り容量は少ないことが分かる．図-12を見ると，洪水調節

放流を行った事例は出水中の総流入量が流入時間と同様

に大きい傾向があることが分かる．このように出水前のダ

ム環境と出水中の流入状況の 2 つが洪水調節放流の要因

に関わると考えられる．ここで洪水調節放流を行った 5 事

例と，洪水調節放流を行わなかった事例のうち特徴的な 5
事例を抽出し，それぞれの要素の関係性を整理した．その

結果を表-2に示す． 
1) 洪水調節放流を実施した事例 
(1)2000 年 5 月 5 日の事例 
出水前 30 日間の累積流入量は大きいが，非洪水期の事

例であるため残り容量には余裕がある．しかし出水中の流

入時間，総流入量が大きいため洪水調節放流を行うに至っ

たと推測される． 
(2)2001 年 9 月 11 日の事例 
出水前 30 日間の累積流入量が大きくないため残り容量

にはある程度余裕があるが，出水中の総流入量が大きいた

め洪水調節放流に至ったと推測される． 
(3)2010 年 5 月 25 日の事例 
出水前 30 日間の累積流入量が大きい影響で非洪水期に

図-8 ハイドログラフの比較 

図-9 年最大流入量発生事例における 

出水中の流入時間 
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a)    1992年の事例(洪水調節放流なし)
流入量 放流量
貯水位 洪水期制限水位洪水継続時間 19時間
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b)    2010年の事例(洪水調節放流あり)
流入量 放流量
貯水位 洪水期制限水位洪水継続時間 41時間
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出水中の流入時間 洪水調節放流事例

図-10 年最大流入量発生事例における 

出水前 30 日間の累積流入量と出水前貯水位 

 

図-11 年最大流入量発生事例における 

出水前の残り容量 

 
図-12 年最大流入量発生事例における 

出水中の総流入量 
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出水前30日間の累積流入量 出水前貯水位

洪水期制限水位または常時満水位 洪水調節放流実施事例
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出水前の残り容量 洪水調節放流実施年
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も関わらず残り容量に余裕はなく，出水中の流入時間が長

いため洪水調節放流に至ったと推測される． 
(4)2010 年 8 月 23 日の事例 
(5)2011 年 9 月 3 日の事例 

2010 年 5 月 25 日の事例と類似しており，同様の要因で

洪水調節放流に至ったと考えられる． 
2) 洪水調節放流を実施しなかった事例 
(1)1987 年 5 月 1 日の事例 

出水前 30 日間の累積流入量が小さく非洪水期の事例で

あるため残り容量には十分な余裕がある．そのため出水中

の流入時間，総流入量は共に大きいが洪水調節放流には至

らなかったと推測される． 
(2)1994 年 5 月 27 日の事例 
出水前 30 日間の累積流入量は非常に大きいが出水中の

流入時間，総流入量は共に小さい値であったため洪水調節

放流には至らなかったと推測される． 
(3)2004 年 5 月 9 日の事例 
出水前 30 日間の累積流入量が大きいが非洪水期の事例

であるため残り容量には余裕があり，出水中の流入時間，

総流入量共に大きいが洪水調節放流には至らなかったと

推測される． 
(4)2006 年 8 月 18 日の事例 
出水前 30 日間の累積流入量は小さく残り容量に余裕が

あったため，出水中の流入時間，総流入量は大きな値だっ

たが洪水調節放流には至らなかったと推測される． 
(5)2009 年 7 月 27 日の事例 
 出水前 30 日間の累積流入量が大きいため残り容量にほ

とんど余裕がないが，出水中の流入時間が非常に短いため

洪水調節放流には至らなかったと推測される． 
以上より洪水調節放流実施要因には，出水前 30 日間の

累積流入量とそれに伴う出水前貯水位の上昇，出水中の流

入時間，出水中の総流入量が関係していることが分かる．

これらの要因が重なった場合に洪水調節放流を行い，近年

その頻度が増えていることが分かった． 
最後に，洪水調節放流を行う要因の 1 つと考えられる出

水前貯水位の上昇について，出水前の残り容量の変化を運

用開始からの洪水事例についてまとめた．その結果を図

-13に示す．図の洪水期について見ると，運用開始当初と

近年は残りの容量に余裕はなく，長い期間で見ると増加や

減少している傾向は見られない．一方非洪水期について見

ると，かつて出水前の残り容量は余裕を保っていたが長期

間で見ると余裕が少なくなっている傾向にあり，融雪や非

洪水期の大雨の影響が考えられる． 
4. まとめ 

本研究で得られた成果を下記に示す． 
1) 各年の最大の流入量を示した事例，洪水調節放流を行

った事例で出水中の流入時間を検証することで，洪水

調節放流を行う場合，洪水の継続時間が長い傾向にあ

ることが分かった． 

2) 出水前 30 日間の累積流入量を調べることで，出水前

の流入量が大きかった場合に出水前の残り容量が減

少し，洪水調節放流を行う可能性が高くなることが分

かった． 
3) 以上の 2 つの要因が重なることで洪水調節放流を行

う可能性が高くなるということが分かった． 
以上のことは，長期的な雨や融雪，長期にわたる流域へ

の流入に加えて大雨が降るといった気象条件の変化の可

能性を示唆しており，このことが金山ダムの洪水調節放流

の増加要因となっていることが分かった．今後は予測情報

を活用する等して適切な運用管理が必要となると考える．  
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図-13 洪水事例における出水前の残り容量(左：洪水期 右：非洪水期) 
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表-2 過年度の事例における洪水調節放流の要因

出水前30日間の
累積流入量

(×103 ㎥)

出水前の残り容量

(×103 ㎥)
出水中の流入時間

(h)
出水中の総流入量

(×103㎥)

2000年5月5日 103,000 59,000 255 98,000

2001年9月11日 52,000 32,000 85 64,000

2010年5月25日 158,000 14,000 56 22,000

2010年8月23日 114,000 6,000 41 15,000

2011年9月3日 87,000 23,000 71 36,000

1987年5月1日 44,000 102,000 100 43,000

1994年5月27日 131,000 45,000 10 6,000

2004年5月9日 111,000 57,000 112 48,000

2006年8月18日 38,000 36,000 38 28,000

2009年7月27日 96,000 3,000 2 1,000

洪水事例

洪
水
調
節
放
流
あ
り

洪
水
調
節
放
流
な
し
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